
令和２年度第２回一関市まち・ひと・しごと創生有識者会議 

日時 令和２年 11月 20 日（金）13：30～15：00 

場所 一関市役所２階 大会議室Ａ 

次   第 

１ 開 会 

２ 協 議 

(1) 第２期総合戦略の施策体系と施策展開の方向について 

(2) 第２期総合戦略の施策原案について 

３ 閉 会 



一関市まち・ひと・しごと創生有識者会議　委員名簿

№ 分野 団体等 職名等 氏名 ふりがな 備考

1 産 いわて平泉農業協同組合 営農部長 及川　和章 おいかわ　かずあき

2 産 有限会社かさい農産 取締役管理部長 小野寺　しず子 おのでら　しずこ 欠席

3 官 一関公共職業安定所 上席職業指導官 金成　風太 かねなり　ふうた

4 産 ヒラサワ・エフ・マーケット 熊谷　志江 くまがい　ゆきえ

5 学 修紅短期大学 食物栄養学科助手 佐藤　佳織 さとう　かおり

6 金 一関信用金庫 理事 佐藤　一也 さとう　かずや

7 官 岩手県県南広域振興局 経営企画部企画推進課主事 菅原　悠理 すがわら　ゆり

8 学 一関工業高等専門学校 副校長地域共同ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 鈴木　明宏 すずき　あきひろ

9 市民 一関市子ども・子育て会議 委員 滝上　亜寿香 たきがみ　あすか

10 言 岩手日日新聞社 編集局報道部 千葉　順子 ちば　じゅんこ

11 市民 緑のふるさと協力隊員経験者 中芝　浩美 なかしば　ひろみ 欠席

12 労 連合岩手一関地域協議会 事務局長 野村　勉 のむら　つとむ

13 市民 ファンスポルト一関 代表理事 橋本　真由美 はしもと　まゆみ 副座長

14 金 日本政策金融公庫 一関支店長 福岡　和樹 ふくおか　かずき

15 産 一関商工会議所 事務局長 船山　賢治 ふなやま　けんじ 欠席

16 学 岩手県立大学 総合政策学部准教授 堀篭　義裕 ほりごめ　よしひろ 座長

17 学 岩手県立千厩高等学校
生産技術科
教諭

三浦　孝浩 みうら　たかひろ 欠席

■市側出席者

氏　名

石川　隆明

菅原　稔

阿部　繁樹

小野寺　知之

熊谷　尚孝市長公室政策企画課　主事

役　職

市長公室長

市長公室次長兼政策企画課長

市長公室政策企画課　課長補佐兼未来戦略係長

市長公室政策企画課　主査

欠席



第２期総合戦略の施策体系（案）

【基本的方向】 【施策分野】【基本目標】

【重視する視点】
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第２期総合戦略の基本目標と施策展開の方向 

【基本目標Ⅰ】 

地域の稼ぐ力を高め、仕事と豊かな暮らしを創出し、市内外から人が集うまちを

目指します。 

① 地域経済の強化 

地域の資源や特色を活かした付加価値の高い商品やサービスを生み出し、地域内の

産業の稼ぐ力を高め、所得の向上を図ります。 

また、地産地消を推進するとともに、市外の消費者へ販売拡大を図る地産外商や観光

消費の拡大などにより市外から獲得する資金を増やし、地域での経済循環を強化しま

す。 

② 働く場の創出 

若者や女性が働きたいと希望する職種の企業誘致や、時間や場所に捉われない新し

い働き方の定着を進めるとともに、起業へのチャレンジを支援し、働く場の創出を進め

ます。 

また、市内の各産業の担い手となる人材の確保や事業承継を支援します。 

③ まちの賑わいの創出 

中心市街地や地域の拠点となっているまちなかにおいて、公共空間や遊休資産を活

用し、魅力を生み出す取組の支援や人材を育成するとともに、歩いて楽しめるまちづく

りを進めます。 

④ 新しい人の流れの創出 

移住定住を促進するとともに、市外に住む人々が本市と様々な形で関われるような

接点や、外からの視点でスキルを発揮する機会をつくり、新たな価値の創造や地域課題

の解決につなげていく関係人口の創出を進めます。 

【基本目標Ⅱ】 

結婚、出産、子育ての希望や生活と調和した働き方を実現し、様々な人が子育て

に関わり、次代を担う子どもを育むまちを目指します。 

① 結婚の希望を実現 

若者同士が交流し、出会いが生まれる機会を創出するとともに、結婚を希望する人を

後押しする取組を継続します。 
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② 出産の希望を実現 

出産における不安を解消し、希望がかなえられるよう、相談体制の充実や経済的負担

の軽減を図ります。 

③ 子育ての希望を実現 

子育てに関する情報の積極的な発信や相談体制の充実を図るとともに、出生から社

会人に至るまでの成長過程において、切れ目のない支援の充実を図ります。 

また、ＩＣＴを活用する力やキャリア教育を通じて、未来を創り、生き抜く力を育む

とともに、地域に対する愛着や誇りを醸成する取組を進めます。 

④ 仕事と生活の調和 

若者や子育て世代の親が、仕事か生活かの二者択一ではなく、どちらもいきがいを持

って暮らせる、生活と調和した働き方への理解を深めるとともに、柔軟な働き方の実現

を支援します。 

【基本目標Ⅲ】 

生涯にわたり健康で、環境と共生しながら、安心して住み続けられる持続可能な

まちを目指します。 

① 健康長寿の推進 

高齢になっても、住み慣れた地域で、いきがいを持ち、心身ともに健康で暮らせるよ

う、健康づくりの推進や社会参加の機会を創出します。 

② 暮らしの維持・向上 

買物や通院、移動手段など日常生活が困難となっている人を支える仕組みの構築を

進めます。 

また、情報通信基盤の整備やデジタル技術の導入によって、仕事と生活の向上や行政

手続きの効率化、行政サービスの向上を図ります。 

③ 地域コミュニティの維持 

地域コミュニティ組織の存続や地域文化の継承を図る取組を支援していくとともに、

新たな支え合いの仕組みを構築します。 

④ 資源・エネルギー循環の推進 

新エネルギーのさらなる活用とともに、地域資源から効率的にエネルギーを創出し、

有効活用することにより、脱炭素社会を目指す取組を進め、豊かな環境を次代につなぎ

ます。 



施策を進める上で重視する視点 

まち・ひと・しごとの創生総合戦略の施策を進める上で、以下の３つの視点をどの施策分野に

おいても重視していきます。

１ ＳＤＧｓの理念の具現化 

・ 持続可能な地域社会を構築していくためには、経済・社会・環境における地域課題につい

て、個別に対応するのではなく、一体的に取り組み、将来においても継続できる仕組みで同

時解決を目指していくことが重要です。

・ 「誰一人取り残さない」社会を目指すＳＤＧｓの理念を実践に移していくためには、市民、

市民団体、企業、金融など多様な主体が、ありたい未来を描き、未来を創っていくことに当

事者意識を持って参加することが必要です。

２ 協働・公民連携による共創 

・ ここで暮らしたいと思える地域を創っていくためには、市民、ＮＰＯ、企業、行政が公共

的、公益的な活動を継続的な話し合いによる合意を基に協力して行っていくことが重要です。

・ 様々な地域課題を解決するとともに、多様化する市民ニーズに応えていくためには、行政

だけではなく、収益を上げながら質の高いサービスを提供する知恵やノウハウを持つ民間と

連携していくことが必要です。

・ 公共の担い手としての役割を行政と民間がそれぞれの強みによって分担し、持続的なまち

を共に創っていくことが重要です。

３ Society5.0 の推進 

・ 多種多量のデータをＡＩで分析して最適な情報を導き出し、人の代わりにロボットに自動

処理させるなど、デジタル技術の活用によって効率化や人手不足の解消が期待できます。

・ 大容量の情報を高速で送受信できる情報基盤を整備するとともにデジタル技術の導入を進

めることによって、場所や時間の制約を取り除き、効率的で快適な暮らしや働き方を実現す

るなど、新しい価値を創造していくことが可能となります。

・ 全ての施策分野においてデジタル技術の活用を検討し、取組を進めていくことが重要です。

令和２年11月20日（金）
第２回まち・ひと・しごと創生有識者会議【資料№３】



基本目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）体系図

①基本目標
②数値目

標
③施
策№

④施策の展
開方向

⑤分野
№

⑥施策分野 ⑦重要業績評価指標（KPI）

1-1-1 農林業の振興
・地産地消モデル店認定数
・農商工連携開発事業費補助金の活用件数

1-1-2 商工業の振興
・新製品・新技術開発件数
・制度融資の利用者数

1-1-3 観光の振興
・宿泊者数

1-2-1 雇用の創出
・事務系・ＩＣＴ系の企業誘致数

1-2-2
起業・創業の支
援

・起業者数

1-2-3 産業人材の確保
・新規高卒者の管内就職率
・新規就農者数(親元、雇用就農含む）

1-3-1
中心市街地の振
興

・空き店舗への入居数
・地域商店街で実施するイベント事業数
・一関地区かわまちづくり事業での回遊ルートの設定

1-3-2
地域のまちなか
振興

・空き店舗への入居数
・地域商店街で実施するイベント事業数

1-4-1 関係人口の創出
・いちのせきファンクラブの会員数

1-4-2 交流人口の増加
・合宿促進補助金を活用した団体数
・ニューツーリズム等による交流人口

1-4-3
移住・定住の促
進

・移住体験ツアー参加者数及びお試し移住利用者数
・移住定住環境整備事業等を活用して移住した移住者数

2-1
結婚の希望
を実現

2-1-1 結婚の支援
・結婚祝金交付件数

2-2-1
出産相談・支援
体制の充実

・両親学級参加者満足度
・産後ケア事業利用者数

2-2-2
経済的負担の軽
減

・不妊治療費助成件数

2-3-1
子育て相談体制
の充実

・電子母子健康手帳登録者数
・子育て相談件数
・育児支援教室参加者満足度

2-3-2
経済的負担の軽
減

・妊産婦健康診査受診率

2-3-3
子育て環境の充
実

・ファミリー・サポート・センター会員登録者数
・放課後児童クラブ設置数

2-3-4 教育環境の充実
・ICT活用の指導ができる教員の割合
・地域や社会について考えている児童・生徒の割合
・英語で学んだことが将来役立つと考える中学生の割合

2-4-1
家庭における理
解の促進

・家事、育児等の役割を夫婦や家庭で分担する割合

2-4-2
企業における理
解の促進

・次世代育成支援対策推進法に基づく「くるみん」の市内の認定
企業数

地域の稼ぐ力
を高め、仕事と
豊かな暮らしを
創出し、市内外
から人が集うま
ちを目指しま
す。

結婚、出産、子
育ての希望や
生活と調和した
働き方を実現
し、様々な人が
子育てに関わ
り、次代を担う
子どもを育むま
ちを目指しま
す。

検討中

検討中

2-2
出産の希望
を実現

2-3
子育ての希
望を実現

2-4
仕事と生活
の調和

地域経済の
強化

1-4
新しい人の
流れの創出

1-1

働く場の創出1-2

1-3
まちの賑わ
い創出
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基本目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）体系図

①基本目標
②数値目

標
③施
策№

④施策の展
開方向

⑤分野
№

⑥施策分野 ⑦重要業績評価指標（KPI）

3-1-1 健康づくりの推進
・特定健診受診率
・特定保健指導実施率
・介護予防の活動団体数

3-1-2
いきがいづくりの
推進

・シルバー人材センター会員数

3-2-1 交通の確保
・拠点間を結ぶ路線バスの路線数
・デマンド型乗合タクシーの導入地域数

3-2-2 日常生活の支援
・高齢者見守りネットワーク協力事業所数
・高齢者福祉乗車券交付者数

3-2-3
行政のデジタル
化

・光回線利用可能世帯率

3-3-1
コミュニティの維
持

・自治会等活動費総合補助金活用団体数

3-3-2 地域文化の継承
・人口１人当たりの市民センターの生涯学習活動参加回数
・学習支援活動における伝統芸能活動の実施回数
・民俗芸能の伝承を行う団体数

3-4-1 資源の循環利用

・市内の住宅の新築戸数に対する長期優良住宅の認定戸数
・１人１日当たりの排出量　（一般廃棄物）
・リサイクル率
・市内における木質チップ使用量（BDｔ：乾燥重量）

3-4-2
脱炭素社会を目
指した取組

・ＣＯ２排出量
・太陽光発電システム（10kw未満）導入件数

3-4
資源・エネル
ギー循環の
推進

生涯にわたり健
康で、環境と共
生しながら、安
心して住み続け
られる持続可
能なまちを目指
します。

検討中

3-1

3-2

健康長寿の
推進

暮らしの維
持・向上

3-3
地域コミュニ
ティの維持

2/2



第２期総合戦略の施策（原案）

①施
策№

②施策
の方向

③分
野№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

1-1-
1

農林業の振
興

〇　地元農産物の地域内での販売や飲食店での利用を促進し、地域内
での経済循環を拡大します。
〇　産業間の連携や、６次産業化などにより付加価値向上を図ります。
〇　農業生産者がこだわって栽培した質の高い農産物を差別化しなが
ら、市外の消費者等にオンラインを含めて発信し、売上を拡大する取組
を支援します。
〇　市内短期大学や高校との連携により農産物の加工による高付加価
値化を検討します。
〇　林業においては、住宅や公共施設における市産材利用の拡大と木
材供給体制の構築を進めます。

・地産地消モデル店認
定数
・農商工連携開発事業
費補助金の活用件数

1-1-
2

商工業の振
興

〇　商業においては、従来の商品販売とは異なる新たなサービスの提供
や、宅配、キャッシュレス決済などの利便性向上によって新たな顧客創
造に取り組む個店への支援を行います。
〇　製造業においてAIやIoTといった未来技術の導入を進める企業を支
援します。
〇　市内企業の異業種間交流や市内の研究機関、高等教育機関との連
携を図りながら、高付加価値なものづくりを進められるイノベーションの
促進を図ります。
〇　市内の関係機関や金融機関との連携を進め、企業の売上増進につ
なげる経営改善を支援します。

・新製品・新技術開発
件数
・制度融資の利用者数

1-1-
3

観光の振興

〇　国内観光需要を取り込むため、新型コロナウイルス感染予防対策を
進めるとともに、国内観光客のニーズに合わせたサービス展開を進める
観光業者等を支援します。
〇　新型コロナウイルス終息後の外国人観光客回復に向けて、国ごとに
異なる観光客の趣向に合わせたコンテンツの整備や周辺環境整備を進
めます。
〇　地域内の産業との連携やスポーツ等の融合により体験型コンテンツ
の開発を促進し、滞在時間を延ばし、宿泊者数の増加につなげ、観光消
費額の向上を図ります。
〇　世界文化遺産「平泉」との連携を図りつつ、市内観光スポットを周遊
できるコースの検討や環境整備を進めます。
〇　多拠点移住者の短期滞在拠点として、テレワークやワーケーション
による誘客を促進します。

・宿泊者数

【基本目標Ⅰ】地域の稼ぐ力を高め、仕事と豊かな暮らしを創出し、市内外から人が集うまちを目指します。

〇　人口減少、特にも生産年齢人口が減少するのに伴い市場が縮小する中で、質の
高い商品やサービスで差別化を図っていくことが求められています。
〇　効率化に加え、高付加価値化を図ることによって収益を上げ、獲得した金を地域
内で循環させる稼ぐ地域を形成していくことが、若者をはじめとする多様な人々を引
き付けることにつながります。
〇　農業においては、産業間の協力による農商工連携や、地域資源を生かした６次
産業化による付加価値向上が重要となっています。
〇　こだわりの農産物や特産品は、ほかの商品との差別化を図り、販路を拡大して
いくことが重要であり、特にも新型コロナウイルス感染症の発生による生活様式の変
化から、インターネットショッピングの拡大が加速化する中、オンライン市場への対応
も求められています。
〇　当市は、戦後に植えられた木の多くが伐採期を迎えていますが、「伐る、使う、植
える」の循環が図られていません。一般住宅、賃貸住宅及び公共施設の新築・改築
における建築用材としての利用拡大とともに供給体制の構築が求められます。
〇　商業においては、郊外における大型店舗やインターネットショッピング利用の増
加により、仕入小売り型の物販のみでは、価格や品揃えの面で差別化を図ることが
難しく、商品販売に加え、新たな価値の提供やビジネスモデルの構築が求められて
います。
〇　工業においては、今後、Society5.0の実現に向けた技術を活用し、ＡＩやIoTといっ
た未来技術の導入により人材不足などの課題解決が期待されます。このような技術
革新に対応し成長するため、高品質で付加価値の高い製品づくり、環境問題や持続
可能な社会の実現に向けたイノベーションの推進のための取組が求められます。
〇　売上増進を図るためには、誰に、何を、どのように提供するかというビジネスモデ
ルの構築が重要であり、そのための人材の確保や育成が求められます。
〇　世界文化遺産「平泉」の玄関口に位置する当市には、国内外から観光客が訪れ
る一方で、市内に宿泊する観光客の割合は少なく、通過型の観光が多い現状です。
〇新型コロナウイルス感染症発生後は、観光客の減少と旅行形態が変化しており、
国内観光客の取り込みと外国人観光客の回復を見越し、新しい生活様式への対応
やコト消費といった志向の変化を捉え、宿泊や長期滞在を増やすための取組を進め
ていく必要があります。
〇　新型コロナウイルス感染症による外出自粛とオンライン環境の整備によって、働
く場所や住む場所に限定されずに複数の拠点を持って生活する多拠点生活が進ん
でいくと考えられます。

地域経
済の強
化

1-1
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第２期総合戦略の施策（原案）
①施
策№

②施策
の方向

③分
野№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

1-2-
1

雇用の創出

〇　若者や女性において就業希望が高い事務系のオフィス企業誘致や
サテライトオフィスの誘致を進めます。
〇　子育て中の母親や、移住者、副業希望者など、時間と場所にとらわ
れずに働けるクラウドソーシングによる働き方を紹介します。
〇　ＩＣＴ企業の進出を促進し、若者が希望する働き方を市内に生み出す
ためにも、市内の高等教育機関等と連携しながら、ＩＣＴ人材を育成する
取組を進めます。

・事務系・ＩＣＴ系の企業
誘致数

1-2-
2

起業・創業
の支援

〇　若者や女性が夢を持って事業に挑戦できるよう、起業・創業のため
のノウハウ取得のセミナーを開催します。
〇　起業しやすい場や機会を提供するとともに、起業後の持続的な経営
を確立する能力獲得への支援を行います。

・起業者数

1-2-
3

産業人材の
確保

〇　農林業においては、新規就農者等の確保に増加に努めるとともに、
親元就農の支援や農業生産法人による従事者の雇用を促進します。
〇　地元への就職を希望する学生及びＵＩＪターン就職者等の支援を行
います。
〇　生徒、学生等に対し、地元企業の情報発信、やりがいを持っていき
いきと働くロールモデルとなる産業人材との交流や地元産業の体験など
を通じて、一関市で働くことの魅力を感じてもらう取組を継続し、地元定
着を進めます。
○　市と企業が積極的に情報交換を行い、地元の企業が自信をもって自
社の魅力を発信できるよう取組を進めます。
〇　地域の産業に受け継がれてきた技術を次世代に引き継ぐ取組を支
援します。

・新規高卒者の管内就
職率
・新規就農者数(親元、
雇用就農含む）

〇　若者や女性にとって働きたい職種がないことが、転出の一要因となっており、多
様な職業の選択肢を増やすための環境を整備する必要があります。
〇　企業誘致によって働く場の確保を進めるには、女性の希望が多い事務系の業
態、ＩＣＴなどの未来技術や環境対策に取り組む企業など将来的な成長分野や若者
が就きたいと思える企業の誘致を進める必要があります。
〇　共働き世帯が増える中で、出産・子育てなど時間と場所に制限されない柔軟な働
き方ができる職場を求めている若者や女性が多くなっています。
〇　新型コロナウイルス感染症の発生を契機として、テレワークやワーケーション、ク
ラウドソーシングなど働き方の変化が生まれています。
〇　出産を機に正職員からアルバイト、専業主婦などに就業形態の変化が見られ、
出産・子育て・教育にお金がかかることを心配する若者が多い中、出産をきっかけと
した離職による減収が出産・子育ての支障と捉えられています。
〇　若者や女性が夢を持って事業に挑戦しやすい場や起業のノウハウ取得の機会
を提供することで起業・創業を促進するとともに、起業後の持続的な経営を確立する
能力獲得への支援も必要です。
〇　農林業、商工業、サービス業など全ての産業において、従業者及び経営者の高
齢化が進むとともに、担い手・後継者不足から経営や技術・技能の継承が大きな課
題となっています。
〇　生徒、学生などに対し、市内企業の魅力を発信することで、一関市で働くことの
魅力を感じてもらう取組を継続し、地元定着を進めていく必要があります。

働く場
の創出

1-2
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第２期総合戦略の施策（原案）
①施
策№

②施策
の方向

③分
野№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

1-3-
1

中心市街地
の振興

〇　まちなかの空き家や空き店舗などの遊休資産を活用する取組や出
店を促進します。
〇　道路、公園、河川などの公共空間を活用し、まちなかを歩いて楽しめ
る空間づくりに取り組もうとする事業者に対し、活用機会の提供や占用
許可手続きの円滑化を進めます。
○　居心地がよく、歩いて楽しめる通りや場所を作り出し、それぞれを巡
りながら回遊できるまちづくりを進めます。
〇　遊休不動産や公共空間の利活用に取り組む人材の育成を図りま
す。
○　市民の生活を支え、まちなかへの対流を促し、観光振興にもつなが
る、活気と賑わいを創り出すための市街地循環バス導入に取り組みま
す。

・空き店舗への入居数
・地域商店街で実施す
るイベント事業数

1-3-
2

地域のまち
なか振興

〇　まちなかの空き家や空き店舗などの遊休資産を活用する取組や出
店を促進します。
〇　道路、公園、河川などの公共空間を活用し、まちなかを歩いて楽しめ
る空間づくりに取り組もうとする事業者に対し、活用機会の提供や占用
許可手続きの円滑化を進めます。
○　居心地がよく、歩いて楽しめる通りや場所を作り出し、それぞれを巡
りながら回遊できるまちづくりを進めます。
〇　遊休不動産や公共空間の利活用に取り組む人材の育成を図りま
す。
〇　日常生活に必要な機能や地域住民の交流を促進し、コミュニティを
深める取組を行う民間事業者や団体を支援します。

・空き店舗への入居数
・地域商店街で実施す
るイベント事業数

〇　核家族化といった家族構成の変化に伴う空き家の発生や商業を取り巻く環境の
変化に伴う空き店舗の増加など、まちなかにおいて遊休資産が増加を続けていま
す。
〇　一ノ関駅を中心とした市街地や各地域の拠点となる中心部へ訪れる人が減少
し、これに伴い、地価の 減少下落も進んでいます。
〇　一方、若者においては、雇用の創出とともに街の賑わいを求める者が多く、まち
なかで過ごす時間を楽しむ暮らしづくりの創出は、若者の地元定着に重要です。
〇　人口減少に伴う需要の減少とインターネットショッピングなど消費行動の変化に
より、まちなかに訪れる人は減少しており、商品の販売に加え、新たなサービスを提
供する工夫やまちなかへ出かけたいと思える空間を生み出すことが重要です。
〇　中心市街地にある公共施設の利用者など、まちなかに訪れる人は、車利用が中
心であることから、施設外へ出歩くことが少なく、まちなかを歩いて楽しめる空間づく
りやまちを回遊して楽しめるよう、複数の魅力ある場所をつくっていくことが必要で
す。

1-3
まちの
賑わい
創出
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第２期総合戦略の施策（原案）
①施
策№

②施策
の方向

③分
野№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

1-4-
1

関係人口の
創出

〇　ふるさと納税やいちのせきファンクラブなどの取組から当市に関心を
持つ市外の方々を増加させるとともに、継続的な情報発信により交流を
深めます。
〇　当市での体験の中で地域の住民や団体とのつながりをつくり、当市
への愛着を深める取組を進めます。
〇　地域課題の解決や企業等の販売促進のために、都市圏で副業を希
望する人材と地域や市民とのつながりをつくります。

・いちのせきファンクラ
ブの会員数

1-4-
2

交流人口の
増加

〇　スポーツや文化芸術活動のイベントや合宿などで一関市を訪れる人
を増加させるとともに、地域住民とのつながりを深める取組を支援しま
す。
○　農村地域の特色を生かした教育旅行の受入・着地型観光の取組を
中心とした交流人口の増加を支援します。

・合宿促進補助金を活
用した団体数
・ニューツーリズム等に
よる交流人口

1-4-
3

移住・定住
の促進

〇　一関市での暮らしを実際に体験する移住体験ツアーや空き家バンク
の登録物件の紹介などを通じていちのせき暮らしのイメージを持ってもら
い、移住の促進を図ります。
〇　子育て世代である20代から30代を中心とした移住希望者への情報
発信を進めるとともに、移住希望者の様々なニーズへのフォロー、支援
を行います。
○　多拠点生活に対応した働く拠点の整備を進めます。

・移住体験ツアー参加
者数及びお試し移住利
用者数
・移住定住環境整備事
業等を活用して移住し
た移住者数

〇　市外に住んでいる人々が当市の人や地域と様々な形で関わり、外からの視点や
持っているスキルを発揮することによって地域課題の解決や新たな価値の創造を
図っていくことは地域の活性化につながると考えられます。
〇　新型コロナウイルス感染症による外出自粛とオンライン環境の整備から、働く場
所や住む場所に限定されず、複数の拠点を持って生活する多拠点生活が進んでいく
と考えられます。
〇　交流人口の拡大を図るためには、観光に加え、スポーツや文化を通じて当市で
豊かな時間を過ごせる機会を創出することが求められます。
〇　当市を知って、興味を持って訪れ、移住につながるような流れを促進し、地域を
支える担い手の定着を図っていくことが重要です。

1-4

新しい
人の流
れの創
出
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第２期総合戦略の施策（原案）

①施
策№

②施策
の方向

③分野
№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

2-1
結婚の
希望を
実現

2-1-1 結婚の支援

〇　自由や気楽さを失いたくない、結婚の必要性を感じない、など結婚に対する個人
の意識は多様化しています。
〇　婚姻率は、年々減少しており、全国平均、県平均に比べて当市の婚姻率は低い
状況にあります。
〇　婚姻の平均年齢も年々高くなっており、晩婚化が進んでいます。
〇　結婚の希望を持つ独身男女が互いに出会う場の提供が求められおり、近隣自治
体と連携し、広域的な事業展開を図る必要があります。

〇　生活経済圏が同一の市町と連携し、広域的な枠組みで出会いの場
を創出します。
〇　企業内や市内の企業同士で社員・従業員等が交流する機会を創出
します。
〇　結婚の希望を持つ人々を後押しする相談事業を実施します。

・結婚祝金交付件数

2-2-1
出産相談・
支援体制の
充実

〇　出産に係る心理的、身体的な不安の低減のため、専門職や関係機
関と連携し、様々な悩みの解消に当たります。
〇　母親の身体的回復と心理的な安定を図るため、産前産後のサポー
トや産後ケアを実施します。
〇　不妊治療に係る支援制度について、様々な媒体を通じた情報発信
を行います。

・両親学級参加者満足
度
・産後ケア事業利用者
数

2-2-2
経済的負担
の軽減

〇　不妊治療にかかる治療費の経済的な負担を軽減する支援を行いま
す。

・不妊治療費助成件数

2-3-1
子育て相談
体制の充実

〇　子育て支援アプリやＳＮＳなどＩＣＴを活用し、妊娠から出産、子育て
までをサポートする情報発信を行います。
〇　不安を解消し、子育てが楽しめるよう、妊娠から子育て、就学前から
就学後までの様々な相談に対して一元的に応じられるよう、電話、対面
での相談体制を充実するほか、インターネットを介した相談の整備を進
め、必要な支援につなげます。
〇　子育て中の親同士が孤立しないよう、相互に交流し、ネットワークを
つくる場を創出、提供し、その利用を促進します。

・電子母子健康手帳登
録者数
・子育て相談件数
・育児支援教室参加者
満足度

2-3-2
経済的負担
の軽減

〇　医療費、健康診査、予防接種や幼児教育・保育に係る費用の軽減、
無償化など妊娠期からの子どもの成長過程に応じた切れ目のない支援
を行います。

・妊産婦健康診査受診
率

【基本目標Ⅱ】結婚、出産、子育ての希望や生活と調和した働き方を実現し、様々な人が子育てに関わり、次代を担う子どもを育むまちを目指します。

〇　市全体の出生数は、平成21年からの10年間で約250人減少しており、平成30年
には市全体で629人となっています。
〇　出生率の向上とともに若者の数の維持が必要であり、そのためには安心して子
育てができる環境や豊かな暮らしの実現が求められています。
〇　出産時の母の年齢は年々上昇し、出産の高齢化が進んでいることから、出産に
関して身体的及び精神的な不安を抱く女性が多くなっています。

〇　就労している母親の割合は、年々増加しており、就学前児童で７割、小学生で８
割を超えています。
〇　３世代同居の割合は、全国平均、県平均と比べて大きいものの、核家族化が進
んでおり、育児に対して祖父母等の親族に協力を頼みにくい家庭が増えているもの
と思われます。子育て家庭が孤立することなく、地域全体で支えていくことが必要で
す。
〇　当市では、妊娠期からの子どもの成長過程に応じた切れ目のない支援体制を構
築し、子育て世代への経済的な支援を行ってきました。
〇　子育てに関する情報が入手しやすい環境整備、育児不安を解消する相談体制、
子育てする親同士のネットワークづくり、子育てにかかる負担感の軽減などの支援が
必要です。
〇　インターネットを通じて世界とつながり、ＡＩやロボットなどの技術の利用が当たり
前となってくる未来を生きる子供たちのため、教育においては、子供一人ひとりの個
性や特徴に合わせて、自ら考え生み出す創造力、コミュニケーション能力、情報活用
能力、国際感覚を身に付けられる学びの場の提供や人生100年時代を見据え社会を
生き抜く力の育成と職業観や勤労観の形成が求められています。
〇　貧困の連鎖を断ち切るためにも、家庭の経済状況に関わらず、インターネットを
活用した教育機会に全ての子どもが等しく接することができる環境づくりを進めること
が重要となります。

2-2
出産の
希望を
実現

2-3
子育て
の希望
を実現
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第２期総合戦略の施策（原案）
①施
策№

②施策
の方向

③分野
№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

2-3-3
子育て環境
の充実

〇　子どもとその母親が安心して過ごせるよう、健康保持の事業を継続
実施します。
〇　子供や子育てする親の働き方に合わせた保育の充実や子供の預か
りの相互援助を支援し、働きながら子育てしやすい環境整備を進めま
す。
〇　放課後児童クラブ等子供たちの安全・安心な居場所の確保を図ると
ともに子供と地域の様々な大人との交流や豊かな体験活動を促進しま
す。

・ファミリー・サポート・
センター会員登録者数
・放課後児童クラブ設
置数

2-3-4
教育環境の
充実

〇　ＩＣＴ機器の整備を進めるとともに、ＩＣＴを活用したわかりやすい授業
と子どもたちの情報活用能力の育成を進めます。
〇　地域に根差したキャリア教育を実施し、社会人としての基礎となる力
を育みます。
〇　ことばの力を育てる教育やグローバル化に対応した外国語活動・英
語教育の充実を図ります。

・教員の児童生徒の
ICT活用を指導する能
力の「できる」及び「や
やできる」の割合
・「地域や社会をよくす
るために何をすべきか
考えることがあります
か」に対する児童生徒
の「当てはまる」「どち
らかというと、当てはま
る」の回答の割合
・「英語の授業で学習し
たことは、将来、社会
に出たときに役立つと
思いますか」に対する
生徒の「当てはまる」
「どちらかというと、当
てはまる」の回答の割
合（中学校のみ）

2-3
子育て
の希望
を実現
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第２期総合戦略の施策（原案）
①施
策№

②施策
の方向

③分野
№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

2-4-1
家庭におけ
る理解の促
進

〇　講演会やセミナーの実施により、男性の家事、育児参加の促進や男
女共同参画に対する理解を深めます。

・家事、育児等の役割
を夫婦や家庭で分担
する割合

2-4-2
企業におけ
る理解の促
進

〇　企業や事業所が、従業員等の生活と調和した働き方や、子育て・介
護への参加に理解を深める取組を進めます。
〇　子育てや介護に携わりやすい柔軟な働き方、女性活躍を推進する
企業の取組を支援し、取り組みを広げ、産業人材の確保にもつながるよ
う、情報発信を進めます。
○　ワーク・ライフ・バランス推進に係る国の支援制度の活用を促すとと
もに、国・県の子育て支援に関する認定制度への登録を勧め、子育てし
やすい職場環境の推進につなげます。

・次世代育成支援対策
推進法に基づく「くるみ
ん」の市内の認定企業
数

〇　若い世代においては、女性だけでなく男性が家事、育児参加することへの意識
が高まっています。
〇　若者の仕事に対する考えは多様化しており、生活も重視した柔軟な働き方がで
きる労働環境への改善が求められています。
〇　育児休業は、多くの母親が取得しているのに対して、父親の取得率は極めて低
いものとなっています。また、子が病気になったときに親が仕事を休めない、休みにく
いという状況があります。
〇　安心して子育てできる生活を実現するためには、個人や家庭の取組に加えて、
事業所などの働く職場で、仕事と生活の調和を応援する職場風土の醸成も重要で
す。

2-4
仕事と
生活の
調和
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第２期総合戦略の施策（原案）

①施策
№

②施策
の方向

③分
野№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

3-1-1
健康づくり
の推進

〇　特定健診の受診率を高めるとともに、生活習慣を見直し、健康づくり
に取り組めるよう、特定保健指導を進めます。
〇　生活習慣病の重症化リスクを低減するため、検診や医療・介護デー
タの活用により、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を進め
ます。
〇　地域における住民主体の介護予防活動を行う団体の立ち上げ支援
や活動の継続に対する支援を行います。

・特定健診受診率
・特定保健指導実施率
・週イチ倶楽部活動団
体数

3-1-2
いきがいづ
くりの推進

〇　高齢になっても地域での役割といきがいを持って、子どもの育成や
地域活動に参画する機会の創出と高齢者の活動を促進します。

・シルバー人材セン
ター会員数

3-2-1 交通の確保

○　各地域において、病院や商店、公共機関などが集積する拠点エリア
間を結ぶ公共交通ネットワークの維持、確保を図ります。
○　各地域の拠点エリアとそれぞれの集落、自宅を結ぶ公共交通ネット
ワークを維持、確保するとともに、高齢者が利用しやすいデマンド交通の
導入再編などを進めます。
○　車を運転できなくても、また、車を保有しなくても利便性の高い生活
が可能となるような取組や、IoT、AIといった技術やシェアリングを活用す
ることによって生まれる新たなサービスの導入に向けた情報収集、研究
を行います。

・拠点間を結ぶ路線バ
スの路線数
・デマンド型乗合タク
シーの導入地域数

3-2-2
日常生活の
支援

〇　日常生活を送るに当たり困難となっている高齢者世帯や一人暮らし
高齢者世帯を支える仕組みの構築を進めます。

・高齢者見守りネット
ワーク協力事業所数
・高齢者福祉乗車券交
付者数

3-2-3
行政のデジ
タル化

〇 超高情報通信基盤である光ファイバの未整備エリアの解消を進めま
す。
〇 市民がインターネットを通じて申請や届出をいつでも、どこでも行える
ような利便性の高い行政手続の実現に取り組むとともに、定型的な業務
の自動化などにより行政の効率化を進めます。

・FTTH（光回線）利用
可能世帯率

【基本目標Ⅲ】生涯にわたり健康で、環境と共生しながら、安心して住み続けられる持続可能なまちを目指します。

〇　医療費や介護費が増大する75歳以上の後期高齢者人口は、一関市人口ビジョ
ンにおける将来推計で、今後増加を続け、令和12年に23,800人でピークを迎えること
が見込まれています。
〇　人生100年時代を迎えるに当たり、いつまでも元気で住み慣れた地域で安心して
暮らしていくためには、健康維持の取組が重要です。
〇生産年齢人口が減少していく中で、元気な高齢者が、支援を必要とする高齢者を
支える仕組みづくりが必要です。
〇　生活習慣病の早期発見・早期治療や生活習慣の見直しにつなげるためにも特定
健診は重要ですが、受診率は伸び悩んでおり、特定保健指導への参加者が少ない
状況にあります。
〇　介護を必要としない健康な体づくりには、元気なうちから介護予防につながる運
動に取り組むことが重要です。
〇　健康づくりと合わせて、高齢者の社会参加、社会貢献の活動を推進し、生きがい
づくりにつなげていく取組を進める必要があります。

〇　高齢者世帯や一人暮らし高齢者世帯が増加しており、これまで自身や家庭の中
で成り立たせることができた生活を維持していくことが困難となっています。
○　公共交通は、利用者の減少による交通事業者の経営悪化や運転手不足などか
ら、路線の維持が難しくなっています。
○　高齢者からはバス停まで歩くことが困難であり、バス利用ができないとの声が寄
せられる一方で、運転免許の返納が増えています。
○　家庭において自家用車の維持費に係る支出は大きな割合を占めており、行政に
おいては地域の公共交通維持、確保のための財政負担が増加傾向にあります。
〇　移動手段が確保できず、商店までの買い物や通院を不便に感じる高齢者が増え
ており、また、料理や住まいの手入れなど生活の様々な面で支障をきたすことが生じ
てきています。
〇　地域内の共助のほかに地域での暮らしを支える新たな仕組みを構築していくこと
が必要となります。
〇　新型コロナウイルス感染症の発生から、時間や距離に制約されない生活や働き
方への変容が進んでおり、これを実現するためには、市内全域をカバーする超高速
情報通信基盤の整備を進め、超高速大容量通信によるインターネットへのアクセスを
確保することが不可欠です。
〇　超高速情報通信基盤を活用し、市民、企業、団体など様々な地域の人々が、地
方から都市圏、世界とのつながりを作り、便利で安心して暮らせる生活や産業の創
出、活性化を図っていくことが、将来にわたって持続可能な地域をつくっていくことに
つながります。
○　アフターコロナ時代における「新しい日常」を実現するためには、制度や慣行を見
直し、行政手続のオンライン化などを進める必要があります。

3-1

3-2

健康長
寿の推
進

暮らし
の維
持・向
上
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第２期総合戦略の施策（原案）

①施策
№

②施策
の方向

③分
野№

④施策分野 ⑤現状と課題 ⑥主な取組 ⑦重要業績評価指標

3-3-1
コミュニティ
の維持

〇　持続可能で自立した地域を確立するために、地域内外の資源、人
材、資金を活用し、ビジネス的な手法も取り入れつつ、地域課題の解決
に取り組む人材や地域協働体、自治会等の育成や活動支援を行いま
す。

・自治会等活動費総合
補助金活用団体数

3-3-2
地域文化の
継承

〇　地域における芸能文化や歴史の継承を学校活動として取り組む活
動や、学校統合後も地域の活動として継承する団体等を支援します。

・１人当たりの市民セン
ターの生涯学習活動
参加回数（回）
・学習支援活動におけ
る伝統芸能活動の実
施回数（回）
・民俗芸能の伝承を行
う団体数（団体）

3-4-1
資源の循環
利用

○環境負荷低減のための施策の推進や、省エネ意識の向上に努めま
す。
○発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再生利用（リサイクル）の
３Ｒの推進による廃棄物の減量化を図るとともに、地域における資源回
収への取組を支援します。
〇　森林資源などのバイオマスを再生可能なエネルギーとして活用し、
地域経済循環を図りながら、持続的に有効活用する仕組みの構築を進
め、化石燃料の消費及び温室効果ガスの排出を抑えます。

・市内の住宅の新築戸
数に対する長期優良
住宅の認定戸数
・１人１日当たりの排出
量（一般廃棄物）
・リサイクル率
・市内における木質
チップ使用量（BDｔ：乾
燥重量）

3-4-2
脱炭素社会
を目指した
取組

○補助制度や環境団体等と連携した普及・啓発活動により、再生可能エ
ネルギーや省エネ型設備の導入を推進するとともに、エネルギーの地産
地消を推進します。

・ＣＯ２排出量
・太陽光発電システム
（10kw未満）導入件数

〇　これまで地域の暮らしや景観、環境を支えてきた地域の自治組織は、構成員の
高齢化や担い手不足などから活動が低迷するなど、地域内の共助を維持することが
困難となってきている地域が増えています。
〇　地域に受け継がれてきた伝統芸能や祭り、催事、食文化、伝統野菜などの文化
の継承も難しくなってきています。
〇　地域コミュニティの連携組織である地域協働体の重要性は増しており、地域課題
を解決する事業に取り組む地域協働体が増えていくことが期待されます。
〇　地域内に住む人々による協働のほか、外部からの関われる、関わりたい人が参
加しやすいような関わりしろを作ることで新たな共助の仕組みの構築を検討すること
も求められます。

〇　資源物、家畜糞尿、未利用木材などを資源として活用することにより、持続可能
な環境を維持することができます。
○地球温暖化の進行は、異常気象による自然災害の増加など多くの危険性を抱えて
おり、温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量削減のため、省エネ型の生活や産
業活動を普及・推進していく必要があります。
○温室効果ガスの排出量を削減するためには、化石燃料に頼った中央集権型のエ
ネルギー供給網から脱却する必要があり、また、災害時などに電力供給を確保する
ためにも、エネルギーの地産地消による自立 自律分散型の電力供給への転換を図
る必要があります。

3-3

地域コ
ミュニ
ティの
維持

3-4

資源・
エネル
ギー循
環の推
進
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１ 地域資源    生   魅力    ２ みんな 交流  地域 賑  活力    ３ 自ら輝きながら次代の担い手を応援するまち ４ 郷土の恵みを未来へ引き継ぐ自然豊かなまち ５ みんなが安心して暮らせる笑顔あふれるまち

1-1 農林水産業
 魅力  農業 担 手   
 農業生産基盤の整備と担い手育成
 農業の有する多面的機能の発揮
 農村コミュニティの活性化
 農産物の生産、販売支援
 森林 適正管理 利活用
 地域木材の資源エネルギーとしての活用
 森林 市民  関   創出

1-2 工業
 工業の振興
 ものづくり人材の確保と育成
 地域内発型産業の振興
 企業誘致の推進

1-3 商業、サービス業
 商業、サービス業の振興
 商店街の活性化
 活力  商業 振興

1-4 雇用
 働きやすい職場環境の整備と就職支援
 能力開発 人材育成

1-5 観光
 観光資源の発掘及び活用
 体験型観光の振興
 受け入れ態勢の整備
 骨寺村荘園遺跡の活用

2-1 都市間交流 国際交流
 多様 交流活動 推進
 外国人に優しいまちづくり

2-2 道路
 広域ネットワークの充実
 市内ネットワークの拡充
 安全安心 快適 道路環境   

2-3 公共交通
 公共交通ネットワークの形成
 公共交通 利便性向上
 一ノ関駅の拠点性の向上

2-4 地域情報化
 情報通信基盤の整備と活用
 情報の受発信と共有の促進

2-5 地域づくり活動
 地域   活動 啓発 意識醸成
 コミュニティ活動の充実

2-6 移住定住、関係人口、結婚支援
 移住定住の促進
 結婚活動の支援

3-1 子育て
 妊娠、出産、子育て支援の充実と環境
づくり

 地域で子育てを支える仕組みづくり
 母子 健康保持 推進
 低所得世帯の子どもへの支援の充実
 幼児教育及び保育環境の充実
 児童育成支援の環境整備

3-2 義務教育、高等教育等
 教育内容の充実
 地域の連携強化と学校運営の充実
 教育環境の整備充実
 高等教育機関等の充実

3-3 青少年 健全育成
 青少年健全育成 関        
の整備

 青少年 社会参加機会 充実
3-4 生涯学習
 生涯学習環境の充実
 生涯学習活動への支援
 図書館機能の充実
 博物館機能の充実

3-5 文化芸術、スポーツレクリエーション
 文化芸術活動の振興
 スポーツレクリエーション活動の推進

3-6 人権 男女共同参画
 人権教育と人権啓発の推進
 男女共同参画社会 推進

3-7 文化財の保護、地域文化の伝承
 文化財の保存、活用
 地域文化の伝承

3-8 骨寺村荘園遺跡の保護
 骨寺村荘園遺跡の保護
 骨寺村荘園遺跡の世界遺産登録

4-1 自然環境、環境保全
 自然の保全と活用施策の充実
 環境教育の充実
 環境保全対策の充実

4-2 公園
 公園、緑地の整備
 緑化の推進

4-3 資源・エネルギー循環型社会
 地球環境にやさしいまちづくりの推進
 脱炭素社会のシステムづくり
 廃棄物 発生抑制 再使用 再生利用 推進
 効率的 廃棄物 処理
 環境自治体のシステムづくり

4-4 住環境、景観
 良好 住環境 形成
 市営住宅 適切 管理
 景観形成の推進

4-5 上水道
 安全な水の安定供給
 未普及地域における生活用水確保の推進

4-6 下水道
 処理施設 整備 普及促進

5-1 医療
 地域医療体制 充実
 救急医療体制 充実
 病院及 診療所 運営

5-2 地域福祉
 地域福祉を担うひとづくり
 共に支え合う地域づくり
 充実した福祉サービスを提供する仕組みづくり

5-3 高齢者福祉
 介護予防の推進
 地域包括ケアシステムの構築
 生涯現役社会づくりの推進

5-4 障がい者福祉
 権利擁護 相談支援体制 充実
         応  切 目  支援 提供
 自立 社会参加 促進

障がい者が安心して暮らせる地域づくりの促進
 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

5-5 健康づくり
 健康づくりの推進
 生活習慣病の重症化予防

5-6 防災
 災害を防ぐまちづくり
 災害に強いまちづくり
 地域防災活動の充実

5-7 消防、救急、救助
 消防力 強化
 予防体制の強化
 救急、救助体制の充実

5-8 防犯 交通安全 市民相談体制
 防犯体制の整備
 交通安全対策の充実
 市民相談体制 充実

第２部 分野別計画

第１部 重点プロジェクト

１ まち・ひと・しごとの創生

施策を進めるうえで重視する視点

 ＳＤＧｓ 理念 具現化  協働 公民連携   共創 Society5.0の推進

 人が集うまちづくり
①地域経済の強化
②働く場の創出
③まちのにぎわいの創出
④新  人 流  創出

次世代を担う子どもを育むまちづくり
①結婚の希望を実現
②出産の希望を実現
③子育ての希望を実現
④仕事と生活の調和

 将来にわたり安心して暮らせるまちづくり
①健康長寿 推進
②暮らしの維持・向上
③地域コミュニティの維持
④資源・エネルギー循環の推進

２ ＩＬＣを基軸としたまちづくり

 ＩＬＣの早期実現に向けた取組
 東北ＩＬＣ事業推進    等 関係機関  連携
 市民 理解増進 市内外  情報発信
 人材育成、次世代教育
 国際色豊かで暮らしやすい生活環境の整備
 新しい産業・イノベーション拠点の形成

３ 東日本大震災   復旧復興

 放射性物質による汚染問題への対策
 被災者の生活再建支援と災害に強いまちづくり
 近隣自治体  連携   復旧復興 推進

第３部 まちづくりの進め方

１ ＳＤＧｓの推進

SDGｓの推進による課題解決
 企業へのＳＤＧｓの普及推進
 市民一人     ＳＤＧｓ 普及推進

２ 「新しい日常」への対応

感染症との共存
 経済対策、雇用対策の実施
 新しい技術や新しい視点を活用した「新しい日常」の推進

３ 協働のまちづくりの推進

 地域協働の推進
 地域協働の実践
 協働による市政の推進

４ 健全 行財政運営 推進

 行政     充実
効率的 行政運営 確立
財政運営の健全化
公共施設保有の最適化と市有財産の有効活用

５ 広域連携の推進

 定住自立圏構想 推進
 県境を越えた連携の推進
 国、県、関係機関との連携

総合計画後期基本計画体系図 概要
【資料№１】

総合計画後期基本計画策定タウンミーティング

 地方公営企業の健全化の推進
 透明性 高 行政運営 行政情報

参考資料
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参考資料 

■ ＳＤＧｓとは 

2015 年９月の国連サミットで、「持続可能な開発のための 2030 年アジェンダ」が採択され、

その中核をなすのが、「持続可能な開発のための目標（Sustainable Development Goals：ＳＤＧ

ｓ）」です。 

ＳＤＧｓは、先進国を含む国際社会全体の開発目標として、「誰一人取り残さない」社会の実現を

目指し、貧困や飢餓の根絶、質の高い教育の実現、女性の社会進出の促進、再生可能エネルギーの利

用、経済と生産的で働きがいのある雇用の創出、強靭なインフラ構築と持続可能な産業化・技術革新

の促進、不平等の是正、気候変動への対策、海洋資源の保全、陸域生態系、森林資源の保全など 17

の目標と、各目標を実現するための 169 のターゲット（達成基準）から構成されています。 

経済・社会・環境の課題を統合的に解決することを目指す、ＳＤＧｓ達成に向けた取組が先進国・

開発途上国問わず始まっています。 

出典：一関市ホームページ 
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■ Society5.0 とは 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実

空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展

と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会

（Society）。 

 狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society２.0）、

工業社会（Society３.0）、情報社会（Society4.0）に

続く、新たな社会を目指すもので、第５期科学技術基

本計画において、我が国が目指すべき未来社会の姿と

して初めて提唱されました。 

■ Society5.0 で実現する社会 

Society5.0 で実現する社会は、IoT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり、様々な

知識や情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出すことで、これらの課題や困難を克服しま

す。 

また、人口知能（ＡＩ）により、必要な情報が必要な時に提供されるようになり、ロボットや自動

走行車などの技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差などの課題が克服されます。社会の変

革（イノベーション）を通じて、これまでの閉そく感を打破し、希望の持てる社会、世代を超えて互

いに尊重し合える社会、一人ひとりが快適で活躍できる社会となります。 

出典：内閣府ホームページ


































































































